
⻭の保存への挑戦
〜⻭⽛移植から⻭周組織再⽣療法まで〜

⽇時︓2026年2⽉19⽇（⽊）
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共催︓ウェルビーイングプロジェクト 

⾃家⻭⽛移植は、⽋損⻭の保存・回復⼿段として⻑年研究されてきた⽣体移
植であり、⻭根膜を有する点でインプラント治療と異なります。そのため、⽣
理的な機能回復が可能で、咬合感覚の維持や⻭槽⾻の保存といった⽣物学的優
位性を有しています。⼀⽅で、治癒は⻭根膜細胞の⽣存や移植床の組織反応に
強く依存し、⻭根吸収や⾻性癒着などの合併症、ならびに術者依存性が課題と
されてきました。
⻭周組織再⽣療法も⻭根膜細胞を基盤とし、セメント質、⻭根膜、⻭槽⾻か
らなる⽀持組織の再⽣を⽬的とします。GTR法やエナメルマトリックスデリバ
ティブ（EMD）に加え、近年では塩基性線維芽細胞増殖因⼦（FGF-2）製剤が
臨床応⽤され、注⽬されています。しかし、⽋損形態によってはFGF-2単独で
は不⼗分な場合もあり、⾻補填材など⾜場（scaffold）の併⽤が有効となりま
す。組織再⽣には細胞、成⻑因⼦、⾜場の三要素が不可⽋であり、加えて軟組
織の良好な治癒が再⽣の成否を左右します。
本講演では、⻭⽛移植および⻭周組織再⽣療法について、研究から臨床応⽤
までを概説し、皆様と議論したいと考えています。

医療法⼈社団明佳会理事⻑
東京⻭科⼤学 臨床准教授

第521回 ⼤学院セミナー（キャリアアップシリーズ︓臨床系 ）

代表著書
1. 「よくわかる⻭科⼩⼿術の基本 抜⻭から⻭
周外科まで」(デンタルダイヤモンド)
2.「Flap stabilityとSoft tissue preservation
からみた⻭周・インプラント治療における再
⽣療法」
(クインテッセンス)
3.「フラップ⼿術のすすめ ⻭周組織再⽣療
法をやってみよう︕エムドゲイン、リグロス、
GTR法 ⾻移植をやってみよう」（医⻭薬）
4.「失敗しない⻭周組織再⽣療法 ⻭⾁退縮
におけるDecision Making ⾻縁下⽋損を伴っ
た⻭⾁退縮に対するstageアプローチ」（医⻭
薬）
5.「5-Dコンセンサス ⻭の保存にこだわる」
(クインテッセンス)
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